
 

第４４回 高輪築堤調査・保存等検討委員会【部会③】 
 

日時：2024年 6月 5日（水） 

部会①・部会②・部会③ 10:00～12:00（予定） 

場所：TKPガーデンシティ PREMIUM品川高輪口 
 

次 第 

 

【部会③】 

(１) 開会 

 

(２) 調査結果について                    【資料 1】 

 

(３) 仮橋脚部の遺構への影響回避について           【資料 2】 

 

(４) その他 

 

(５) 閉会 

 
 
 
※なお、資料のなかで個人に関する情報や事業の関係等で非公開である情報については、 
一部表現を修正しています。その他、写真・図について一部訂正や出典等の加筆・修正をして 
います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



試掘調査位置について 【資料1-1】
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No.12検出加工木について 【資料1-2】
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工事桁仮橋脚部の遺構への影響軽減について（KP28-3で検出された石への対応方） 2024年6月5日
JR東日本

コンクリート

１．KP28-3で検出された石に対しては、矩形ライナーの下部のサイズを変更する
ことで、石を残置した状態で、仮橋脚の鋼管杭の施工が可能の見込み

２．残置した石については、工事桁、および仮土留め施工後の開削において、
露わにすることが可能の見込み

※石については、土木シートで覆ってから埋め戻しを行う
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第43回委員会資料より引用：検出された石の様相
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【資料２】


	【部会③】資料1_調査結果について_区修正なし確認済.pdf
	スライド 1
	スライド 2

	240605_【部会③】_工事桁仮橋脚部の遺構への影響軽減について_公開用.pdf
	スライド 1


